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1 ．は じめ に

　雲仙普賢岳 は 1990 年 11 月 17 日に 噴煙 を上 げて 以来 、溶岩 ド
ーム を形成 し，崩落 に よ る火 砕流

と土石流 に よ り火 山 の 東側 に位置 す る島原 市及び 深 江町 は ， 人 的 に も物的 に も多 く の 災害 を被 っ た

が ， 1996 年 6 月 に は 噴火活動 の 終息 宣言 が 出 され今 日 に 至 っ て い る。 こ の 間 に火 山活 動 に 伴 う周

辺 地域 へ の 影響を把握 す る ため に 長崎県 が行 っ た 大気環境調 査 等の 概要 に つ い て 報告 す る。

2 ．調 査内容 及び 結果

　調査 とし て は 自動測定機 に よ る大気 環境調査 、 大気 降下物調査 、火 山性 ガ ス 影響調 査等 を行 っ た 。

（1）大気環境調査

　調 査地 点 を図 1 に 示 した 。島原 市役所 は 普賢岳の 東北東 、約 8  に位置 し、普賢岳 との 標 高差

は 約 1，400rn で ある 。 周辺 は 商業 、 事務所 、工 場等 が 立 垉して い る 。　雲仙北局 は 普賢岳 の 北北東方

向 、 約 8  に位置 し、標 高差は約 1，250m で あ る。雲仙南局は 普賢岳 の 南東方 向、約 7  に位 置 し 、

標 高差 は 1
．
300m で あ る 。 雲仙北 ・南局 ともに 周 囲 は畑 地 で あ る。

　調査項 目は 二 酸化硫 黄 （溶液 伝導率法）、浮遊粒 子 状物 質 （β線吸 収 法）、風 向風 速 で あ る 。 二

酸化硫 黄の 年平均値 を図 2 に示 す。島原 市役所局 で 0，004 〜 0．007ppm 、雲仙 北 局 は 0．003ppm 、雲仙

南 局 は 0，003 〜 0．005ppm で あ り 、 島原 市役 所局 にお い て 噴火 前後で は 年 平均値 に 差は み られ なか

っ た 。 次に
〜時間値 の 最 高値 の 経年 変化 を図 3 に示 す。雲仙 北及び 雲仙南局に お い て 1991年 10 月

24 日に それぞれ 0．096ppm 及 び O．110ppm で あ っ たが 、 県 内 の 他局 で も高い 値が 観測 され て い た こ と

か ら 、
こ の 高値 の 原 因は 桜島 の 影響 に よる も の と推測 され た 。 ま た 、 風 向 別 の 濃度 分布 をみ る とい

ずれの 局 に おい て も普賢岳方向か らの 風 に よ り特 に 高 くな る こ とは なく、こ れ ら 3 局の 測定結果 で

は雲仙噴火 に よ る顕著 な影響 は み られ な か っ た 。 SPM に つ い て は
一時間値 の 環境 基準 を超過 した

時間数 は 1991 年 度の 島原市役所局 が 88 時間 で 、噴火 前 5 年間 の 約 8 倍で あ っ た 。 なお 、超過 時間

の うち 65 時間は 火砕流 が頻発 した 1991 年 6 月 4 目か ら 10 日まで の 7 日間 に集中 し て い た。最高

値 は 1991年 6 月 27 日 15 時、島原市役所局 で 1，560 μ gXm3 で あ っ た。
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図 1　 調 査地点
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図 2 　 SO 　2年 平均値 の 経年変化

図 3　 SO 　2
一時間値 の 最 高値 の 経年変化
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　SO2 と SPM と の 時系列 変化 をみ る と、　 SO2 は 濃度 レ ベ ル が全体的 に低 く、SPM に比 べ 明 らか に普

賢岳の 火 山活動 に 起因 し て い る と判 断 され る濃度 ピー
ク の 分布 が 乏 しい こ とや、

一時期 を 除い て

SPM の 濃度 ピ
ー

ク に対 して S（h 濃度 ピークが 対応 して い な い こ とか ら、次 の こ とが推 測 され る 。

　  大気環境常時測 定局で 1pprn以上 の S（h 濃度が 観測 され た桜 島に 比 べ て 、雲仙 普賢岳 の 火 山ガ

ス は SO ， 成分 を 多く含ん で い ない 。　   SPM が火砕流噴煙及び 噴出火 山灰 に起源 して い るの に対

し 、 SO、 は 主に火 山噴出ガ ス に多 く依存 し
、 火砕流噴煙 は SO 、 環境濃度に 有意な差 を与 える ほ どの

SO ， は含ん で い な い
。   SPM に 対 して 密度が小 さい た め 、

　 S（h は 上空大気 中で 拡散移動 し 、 近 距離

地表 面 へ は あま り降下 しな い
。

（2）大気降下物調 査

　島原 市役所で は 噴火前か らろ過式 大気 降下物採 取器 に よ る採取分析 を行 っ て い たの で 、噴火 前後

の 1989年 度か ら 1993年度 の 測定結 果 を比較 対象 と し た
。 調 査地点 は 図 1 に 示 す 島原 市役所 の 3 階

建て 庁舎 の 屋上 で ある。サ ン プ リ ン グ間隔は約
一

カ月で あ り、調査項 目は 降下物 量、pH 、EC 、SO乳

NO ，

’
、
　Cr 、

　NH 、

＋

、
　Na

＋

、
　K

＋
、
　Ca2

＋
、　 Mg ”

の U 項 目で あ る 。

　降 下物量 は噴火前の 1990 年度 まで は年 間 40tikm2前後で 推移 して い た が、噴火が始 ま っ た 1991

年度以降は 3，100 〜 5，800t！km2 と約 80 〜 150倍に増加 して い た。

　pH の 年平均値 は 455 か ら 5。19を示 し、年 平均値 で は噴火 の 前後 で 大 きな変化は なか っ た が」 991

年 11 月 か ら 1992 年 3 月まで は pH4 以 下で あ っ た 。
　 EC に つ い て は噴火前 35．6 〜 39．3 μ s！om で あ

っ たが、噴火後 は 51．6 〜 87．0 μ s／cm と高 くな っ て い た 。

　次に 図 4 に 示す よ うに SO 、

z’
　￥の 溶解性 成分に つ い て み る と、噴火後の 1991年度か ら SO ・

’

、　 cr 、

Na
＋

の 降下量が 多くな っ て お り、噴火前 は SO3 ＞ Cl
’
で あ っ た が

、 噴火後 は 両者の 関係は逆転 して

い た 。

（4）火 山ガ ス 影響調 査

　火 山ガ ス 成分 の 観測地 点 と して 、島原市役所 、雲仙 北、雲仙南の 各測定 局 を整備 したが 、よ り火

口 に近い 地域 の 住 民か ら火 山ガ ス の 臭い が す る な どの 訴 えがあ っ たた め 、自動測 定局を補間する 貝

的で 火 肉ガス 影響調査 をア ル カ リろ紙法 に よ り実施 した 。 調 査地点 は図 5 に示 す St．1 〜 St．7 まで

の 7 地 点に お い て 1991 年 12 月 か ら 1993 年 3 月 まで 調査 を実施 した。表 1 に示す よ うに Cl
’

及び

SO3 は火 口 か ら約 12   離れ た St，1 で最も高 く、対象 地区 の 約 7 倍 で あ っ た 。 表 1 か ら火 山ガ ス は

火 口 か ら約 5  の 範囲で影 響 を及ぼ して い た と推測 され る。

3 ．ま とめ

  SPM の 環境基準超過 時間は火砕 流が 頻発 した 1991年 6 月 4 日か ら 10 日に集 中 して い た 。

  火 山 ガス は 自動測定局及 び ア ル カ リろ紙 法 に よ る調査 か ら 、 火 口 か ら約 5  の 範囲で 影響 を及

ぼ した と推測 され る 。

　 　 　 　 　 明海

図 4　溶解性成 分降下量
表 1 ア ル カリろ紙法に よる火山ガス 影響 調査結 果 （単位 ；m 訂00m2／30日）

SUSUSt3 　　翫 4S し5S ヒ6s 口
91．44 α25o ．74oL560 ．61032ag7024

Cl
闇

最 大値 4」0 α 802 ．OO1 ．101 ．600 ．701 ．50 α50
最小値 ＜02 ＜02020 〈α20 ，20 く0．2q20 く02
平 0，32a15o ，28 α260350 ．240 ．71025

NO3
’

最火値 0．80 α60O ．50 駄500 ，500 ，501 ．400 ．40
最小 値 く02 ＜02 く02　 　く02 く0．2 〈0．2 ＜α2 ＜α2

8，201 」73 ．DO2 ．072241 ．304 ．05OJ9
　 2−
SO4 最大憔 16，903 、607 ．506204 ρ02 ．407 ．202 ，20

最 小値 080140170030120040ogo くα2
図 5 　火 山 ガ ス 影響調査地点
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